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令和７年度 東京都立多摩高等学校 学校経営報告 

Ⅰ 中期的目標とその達成に向けた方策 
 

領域 中期的目標 方策 

①学習活動 分かる、できる、学びたくなる授業実践 「できる」実感から生徒の学習への主体性を育成する授業を展開 

②生活指導 対話から TPO を考えた行動に導く支援 社会人として求められる行動、規範意識が生徒に身に付く支援を実践 

③進路指導 夢をもたせる―自己の理解・形成・実現 3 年間の進路学習「キャリアデザイン」を生徒の探究活動として展開 

④特別活動 生徒の自己肯定感を高める居場所づくり 生徒が自己の強みを見いだす、学校に居場所がある環境を整備 

⑤健康づくり 安心・安全の視点から心と身体を育成 校内組織の効率化と外部連携を図り、生徒の困り感を早期発見し対応 

⑥広報活動 多摩ならできる多摩だからできるの広報 SNS の有効活用で多摩高校の魅力を発信し、生徒の応募エリアを拡大 

⑦学校経営 全教職員が課題発見と課題解決に参画 教職員の対話型研修の実施により早期の課題発見と課題解決を推進 

⑧組織体制 経営企画室が参画した各委員会の効率化 校内委員会の構成を見直し、実効的に運営し即対応する体制の強化 

目指す学校 
 
ス ク ー

ル・ミッ

ション 

学習・学校行事・部活動や地域連携等を通して、主体的にかつ相互に成長し続けることで、集団

への帰属意識や他者への思いやりの心を育み、社会に貢献できる人材を育成します。 

教育 

目標 

ア 知、徳、体の調和のとれた発達を図り、豊かな人間性を培う。 

イ 生涯教育、生涯学習の基礎の確立を図り、社会の変化に主体的に対応できる能力を育てる。 

ウ 社会の一員としての義務と責任を自覚し、主体的に貢献できる人間を育成する。 

スクール・ポリシー（教育目標とスクール・ミッションを達成するための基本）理念 

グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン 

・
ポ
リ
シ
ー 

卒業後の社会との関わりの中で、活躍し続けるために求められる力として、次に示した「社会人

基礎力」の３つの能力と１２の能力要素を育成する。 

ア 前に踏み出す力：主体性・働きかけ力・実行力 

課題に対して一人称で物事を捉え、自ら行動できるようになるため、一歩前に踏み出し、失敗し

ても粘り強く取り組む力を養う。 

イ 考え抜く力：課題発見力・計画力・創造力 

自ら課題に対して疑問をもち、提起し、自律的な思考力を養う。 

ウ チームで働く力：発信力・傾聴力・柔軟力・規律性・情報把握力・ストレスコントロール力 

多様な人々との繋がりや協働を生み出す、目標に向けて協力する力を養う。 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー 

ア 生徒が参加する分かる授業を展開し、授業評価を活用して改善する。 

イ スモールステップによる達成感を育み、自学自習の意識を高揚する。 

ウ 組織的なキャリア教育を通し、生徒の学力向上、自律的な生活態度の育成及び主体的な進

路希望実現を支援する。 

エ 学校行事や委員会活動・部活動等を通して、成功体験を積み、他者との関わり方を育てる。 

オ ボランティア活動等の地域貢献活動を通し、社会との関わりを深め、主体的に社会に参画

する力を養う。 

カ 異文化交流等を通じて、相互理解を深め多様性を尊重する精神を醸成する。 

キ 組織的な教育相談体制を整え、いじめや体罰のない明るい学校、安全・安心に生活できる学

校として、インクルーシブの精神を養う。 

ク 特別支援教育を計画的、組織的に行い、通級による指導体制を充実させ、生徒の個別最適な

学びを実現するための教育的な支援を推進する。 

ア
ド
ミ
ッ
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ョ
ン 

・
ポ
リ
シ
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ア 自身の成長のために学び続け人の役に立てるよう、進路実現への取組ができる生徒。 

イ 部活動・生徒会活動・学校行事・ボランティア活動を通して、学校生活に熱心に取り組 

むことができ、活動を通して社会性を身に付けることができる生徒。 

ウ 社会のルール・マナーを守り他者や地域の信頼を得ることができる生徒。 



 

 

 

 

 

Ⅲ 数値目標 
 

 中期的目標 令和 7 年度実績 本年度目標 令和 6 年度 

①  学校満足度の肯定回答率 ８６．０％ ８５％以上 ７９．９％ 

②  授業満足度の肯定回答率 ９３．２％ ９０％以上 ８８．２％ 

③  生活指導理解度の肯定回答率 ８３．２％ ８０％以上 ７１．７％ 

④  進路指導満足度の肯定回答率 ８７．９％ ８０％以上 ７８．８％ 

⑤  1 年間の全校生徒の延べ遅刻回数 １７１６１回 ６０００回以下 １３６３０回 

⑥  進路決定率 ８６．８％ ９５％以上 ９３．０％ 

⑦  体育の授業や運動に取り組む意欲 ８８．３％ ８５％以上 ８５．８％ 

⑧  学校ホームページ更新回数 １９６回 ５００回以上 ５０２回 

⑨  地域ボランティアの肯定回答率 ７８．１％ ８０％以上 ７３．６％ 

⑩  入学者選抜 推薦応募倍率 ０．８５倍 １．００倍以上 ０．９８倍 

⑪  入学者選抜 学力一次応募倍率 ０．３２倍 １．００倍以上 ０．４９倍 

 

Ⅱ 今年度の重点目標とその達成に向けた具体的な方策―全教職員体制で実践 
 

重点目標 実施状況 

①生徒の支

援体制の強

化 

生徒との対話の重視、時間割に位置付けた校内巡回、図書館に居場所スペースを設置 

生徒を認め、受け止める教員の増加、悩みへの対応への生徒の肯定的な意見が 7 割 

年度末まで生徒の学習支援を行い、進級を追認する仕組みを構築する仕組みづくりが課題 

②基本的な

生活習慣の 

定着 

６月に面談週間を全学年で設置、さらなる相談体制の充実、遅刻防止の具体的な対応が課題 

生徒会の生徒を中心とした校則見直しにより、生徒のＴＰＯに関する意識が向上 

キャリアガイダンスの授業を通した、社会人としての規範意識の育成、校則見直しが実現  

③基礎・基

本の学力の 

定着 

第１学年で学び直しカリキュラムを構築、生徒の授業評価アンケートの肯定的な回答 93.2％ 

できたことを実感させる授業に対する生徒の授業評価アンケートの肯定的な回答 87.3％ 

英語科と保健体育科でデジタル教科書を導入、授業に関する校内研修の実施年間 45 回 

スキルアップ推進校としてデジタルスキル講座、大学受験対策を実施、検定受験者数増加 

④進路決定

率の高水準

での維持 

第 2 学年で、年間を通した探究活動実施、地域探究を中心とした進路カリキュラムの実施 

放課後や長期休業中の大学受験向けの講習や個別の学習支援体制を改善・推進、大学進学増 

第 1 学年インターンシップ、第 3 学年合同企業説明会に加え、第 2 学年で企業フェス実施 

⑤入学選抜に

おける応募倍

率の上昇 

公式 TikTok を開設、ホームページでの発信、SNS を利用した情報発信は要改善 

多摩高校の魅力発信を行うホームページ発信の組織体制の構築については課題 

エリアを広げた中学校への訪問 90 校、生徒による学校の魅力発信については課題 

⑥ライフ・ワ

ーク・バラン

スの実現 

クラウドを活用した会議資料の共有により、業務の DX 化を推進、校務分掌の業務内容改善 

定時退庁日年 3 回年間計画に位置付けて実施、新規採用者のメンターを設置 

産業医による面接対象となる教職員が 11 月から 3 月まで該当無など、超過勤務の減少実現 

⑦グローバ

ル人材の育

成 

英語の授業で海外姉妹校と授業等でのオンライン交流、図書館の活用状況が向上 

第 1 回ニュージーランド海外研修で 2 名の生徒参加、ニュージーランドの生徒 2 名受け入れ 

実用英語検定受験者が増加し合格実績も向上、第 1 学年で Literas 検定を全員受検 

⑧服務の厳正 服務事故０、部活動会計処理に関する事故０、法規法令の遵守を今後も維持継続 

わかる できる  

学びたくなる 

あったまろう たま高校～ 
みんなで創る  
こころの居場所～ 

多摩で貯まる社会人基礎力 
開けよう君の多摩手箱 

多摩ならできる 多摩だからできる 


